
メンタルヘルス研修会を開催します
心の健康についての正しい理解と、身近な人の「心のSOS」に気が付いたときの対応方法やゲートキー

パーの役割について学ぶ研修会を２回シリーズで開催します。大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

【日　時】 ２月７日（水）・14日（水）　どちらも午後１時30分から３時
※１回目と２回目で内容が違うため、できるだけ両方の参加をお勧めします。

【会　場】 老人福祉センター　集会室
【テーマ】 「大切な命～命の価値をもう一度考える～」
【講　師】 佐久大学看護学部・大学院看護学研究科
 教授　朴
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【お問合せ】町民課 子育て保健係　電話0267－88－8407　有線2311

子育て保健係

地域振興係「がんばる地域応援事業」活動報告
団体名 どんぐりころころ
代表者 六川 晃子

活動内容

子どもから高齢者の方を対象とし、人形劇・パネルシアター及
びペープサート・リズム遊び・紙芝居等を行い、楽しく活動して
います。幼児期では、人形劇などは、豊かな感性や想像力の発
達を促し、物語の世界を客観的に捉えたり、表現力や協調性等、
様々な発達を促す効果があるそうです。地域の皆様と交流を図
り、町の行事には積極的に参加し、また地域の子ども会などで、
出張公演も行っています。町内の各団体様からのご依頼があれ
ば、出張致しますので、お気軽にお問合せください。

代表者
メッセージ

20年に渡り活動されていました『ちゅうりっぷの会』を引継ぎ、
新たに『どんぐりころころ』として、活動を始めました。現在メ
ンバーは、１１名。下は中学生から上は大人まで。楽しく、笑
いあり、時には厳しく…。毎週、楽しみながら活動しています。
コロナが開け、また少しずつミニ公演を企画中です。蓼科ケー
ブルビジョンでも放映しております。又、YouTubeの配信も
しております。一度、ご覧ください。新しいメンバーを募集中
です。興味のある方はご連絡ください。

団体名 立科芸術研究会
代表者 秦野 正博

活動内容

私たちは、『立科町芸術研究会』と申します。『音楽部門 立科シ
ンフォニー』楽器演奏・歌(Jazz・ポピュラー・クラシック等)、町
内外での発表、地元の TCV放映、ネット発信等で活動していま
す。 又『劇団はたの』では、お笑い芸、小芝居等を行い、同じ
く町内外での発表、地元のTCV放映、ネット配信で活動してい
ます。その他、町内の芸術者の人材の育成及び発展にも努め
ています。現在、『立科町の消えゆく伝統芸術を探して』をシリー
ズ化し、古き時代の郷土の歌、忘れかけたふるさとの曲を若い
世代に歌い継いでほしい。そんな町民の方々の思いを受け、制
作に取り掛かっております。１作目は、茂田井青年歌。2作目
は、古町小唄。ケーブルテレビにて放映致しました。現在3作目、
桐原獅子舞を制作中です。桐原獅子舞→予告編動画あり

代表者
メッセージ

立科町は、スポーツ等の活動は大変熱心にされていますが、音楽・
芸術に関しての行政支援や行事はコロナ以前から少ないと感じま
す。当会は、芸術活動の機会と場の提供を行って町内の芸術者の
人材の育成及び発展に努めていきたいと考えています。 そして、
何よりも立科町民の皆様が心豊かに笑って暮らせるようお手伝い
かせ出来ればと 思っております。演奏会などご要望の折りは、是
非ご連絡下されば出向きます。メンバー募集。歌の好きな方、楽
器演奏が好きな方。気軽にご連絡ください。お待ちしています♪

YouTubeの配信は
こちらからご覧ください▶ 

YouTubeの配信は
こちらからご覧ください▶ 

申込み不要
どなたでも参加OK
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探検・発見・ほっとけん　まちの縁側講座 in 芦田宿
～　報告＆座談会を開催します　～ 高齢者支援係

参加者募集！！日　時： 1月22日（月）
 13：30 ～ 15：30（13：00受付開始）
場　所： 老人福祉センター　集会室
内　容： 1.　9月開催のまちの縁側講座in芦田宿の振り返り
 2.　蓼科高等学校地域コース3年生の取り組み
 3.　「発見・わくわく」座談会
 4.　交流会
備　考： 参加の申し込みは不要です。どなたでも参加できます。
問い合わせ先： たてしな“ずく”りの会事務局、高齢者支援係　
  電話0267－88－8406　有線4503　（担当：田中・土屋）

地域振興係

地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民支援な
どの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期はおおむね1年から3年です。具体的な活動内容や条件、待遇等は各自
治体により様々ですが、総務省では、地域おこし協力隊員の活動に要する経費に対して隊員1人あたり480万円を上限として財政措置を行っています。（参照：総務省HP）

11月22日は「いい・ふじ」にちなんで「長野県リンゴの日」ということで、
私の静岡県沼津市の活動拠点でもあるコーヒー屋さんで、立科町のリン
ゴを知ってもらうためのイベント「 TATESHINA APPLE FAIR 2023 」
を開催しました。

今回イベントで扱わせていただいたリンゴ(サンふじ)
は、JAなどでは規格外とされる小玉サイズのものだけを
用意することにしました。味わいは通常サイズのものに
比べても退けをとらない、絶妙な甘味と酸味のバランス、
何といってもシャキシャキ感がたまりません。(立科町に
移住するまでは、こんなにも新鮮なリンゴを食べられる
機会はありませんでした。)

3日間のイベントを通じて、多くの住民や国内外の観
光客の方にもリンゴを買って頂き、「小ぶりなリンゴは食

べきりサイズでちょうど良
い！」という声や、中には

「とても美味しかったので
今日も買いにきました！」と
いった嬉しいお言葉もいた
だきました。

今回のイベントに来てい
ただいた方が、ふとした時に立科町のリンゴは美味しかったなと思い出して
もらえると嬉しいです。

これからも町内だけではなく町外からも立科町を知ってもらえるようなイベ
ントや活動もしていけたらと思います。2024年もよろしくお願いいたします！

●移住促進担当
　秋山 晃士です。
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